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「民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律」 
第８条の規定による民間事業者の客観的な評価の公表 

 
 
民間資金等の活用による公共施設等の整備等の促進に関する法律（平成11年法律第117

号）第７条第１項の規定により、リサイクルセンター整備運営事業を実施する民間事業者を

選定したので、同法第８条第１項の規定により行った客観的な評価の結果をここに公表する。 
 
平成２３年２月１０日 

 
一宮市長  谷 一夫 

 
 
１ 事業名 

リサイクルセンター整備運営事業 

 
２ 事業の内容 

リサイクルセンター整備運営事業は、一宮市で発生する一般廃棄物（以下「廃棄物」と

いう。）の適正な処理を行うため、循環型社会に対応したリサイクルセンター（以下「施

設」という。）を整備し、運営・維持管理することを目的とする。また、既存粗大ごみ処

理施設の解体・撤去を行う。 

市は、本事業において施設の整備、運営及び維持管理の業務を民間事業者に一括かつ長

期的に実施させることにより、民間事業者の創意工夫が発揮され、財政負担の縮減及び公

共サービスの水準の向上等が図られることを目的とする。 

 
（１）計画地敷地面積 

約 39,000 ㎡ 

 

（２）施設整備の概要 
名称 リサイクルセンター 

施設概要 

○リサイクルセンター 
・粗大ごみ・不燃ごみ処理設備 
市内から排出される不燃ごみ、粗大ごみを受け入れ、破砕し、磁選及び

アルミ選別し資源化する。選別後の不燃残渣は埋立処分する。 
施設規模：５１t／５ｈ（鉄くず 1ｔを含む。なお、鉄くずについては、

破砕処理を原則とするが、必要としないものは、ストックヤードに保管

する。） 
・空き缶・金属類処理設備 
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市内から発生する空き缶（スチール缶・アルミ缶）、金属類を受け入れ、

破袋・除袋し、処理不適物除去し、磁選及びアルミ選別して資源化する。 
施設規模：９ｔ／５ｈ 

・情報展示スペース 
見学者説明は市が行う。 

・管理居室 
運転員・作業員が使用する居室等のスペース（運転員控室、作業員控室、

会議室、便所等） 
○不燃・粗大ごみ等ストックヤード 
市民から直接搬入された不燃ごみ・粗大ごみ等の一時保管、粗破砕の作

業スペースとして整備する。なお、受け入れ、選別等の運転は市が行う。 
 
（３）解体施設の概要 

 単位 粗大ごみ処理施設 

施設規模 t/日 
回転式破砕機：50t/日 

切断式破砕機：10t/日 

竣工年度 － S63 年 3 月 

方式 － 破砕選別方式 

建築面積 ㎡ 1,488.59 

延床面積 ㎡ 2,202.54 

階数 － 地上：2階 

主要構造 鉄筋コンクリート造（一部鉄骨造） 

基礎構造 杭基礎 

※既存のマットレス解体所を使用しない場合は、本事業において解体する。 

 
（４）事業方式 

公設民営（ＤＢＯ）方式 

 
（５）事業期間 

・整備期間：平成 23 年 4 月 1日から平成 26 年 3 月 31 日（３年間） 

ただし、リサイクルセンター本体については、平成 25 年 3 月 25 日に試運転を終え

て完成させること。 

・運営期間：平成 25 年 3 月 25 日から平成 40 年 3 月 31 日（約１５年間） 

 
（６）事業の対象となる業務範囲 

・事業者が行う業務 

 
ア 本施設の設計 

①本施設の設計（解体後の不燃・粗大ごみ等ストックヤードを含む） 

②南側空地の設計 
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③その他関連業務（市の循環型社会形成推進交付金（以下「交付金」という。）、市

債申請支援及び施設建設に伴う許認可申請支援等） 

 
イ 本施設の建設 

①本施設の建設（解体後の不燃・粗大ごみ等ストックヤードを含む） 

②南側空地の整備（緑化） 

③既存粗大ごみ処理施設等の解体・撤去 

④その他関連業務（建設企業等が行うべき近隣対応等） 

 
ウ 本施設の運営・維持管理 

①廃棄物の受入業務（受付・計量、不燃・粗大ごみ等ストックヤードにおける受け入

れ、選別作業を除く） 

②運転管理業務 

③維持管理業務（施設の維持管理、点検・保守、その他一切の修理業務を含む） 

④情報管理業務 

⑤環境管理業務 

⑥関連業務 

 
・市が行う業務 

 
ア 本施設の設計・建設に関する業務 

①近隣対応（市が行うべきもの） 

②一般廃棄物処理施設の設置届出 

③生活環境影響調査手続き 

④施設建設に伴う交付金申請手続き 

⑤施設建設・解体撤去に伴う各種許認可の申請・取得 

⑥建設工事監理 

⑦その他これらを実施する上で必要な業務 

 
イ 本施設の運営・維持管理 

①廃棄物の収集運搬業務 

②廃棄物の受入業務（受付・計量、不燃・粗大ごみ等ストックヤードにおける受け入

れ、選別作業） 

③可燃・不燃残渣の処理、処分 

④資源化物の売却 

⑤見学者への対応 

⑥本施設外の外構・植栽管理 
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⑦本施設外の警備 

⑧用水・電気の提供及び排水処理 

⑨その他関連業務（市が行うべき近隣対応等） 

⑩契約管理（モニタリング）の実施 

⑪その他これらを実施する上で必要な業務 

 
３ 事業者の選定方法 

事業者の募集及び選定は、地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の10の2
の規定に基づく総合評価一般競争入札方式により実施した。 

 
４ 事業者選定までの経過 

日付 内容 

平成22年 4月28日（水） 実施方針の公表 

平成22年 5月 6日（木）～ 5月18日（火） 実施方針に対する質問・意見の受付 

平成22年 5月31日（月） 実施方針に対する質問・意見への回答 

平成22年 6月 9日（水） 特定事業の選定・公表 

平成22年 7月 9日（金） 入札説明書等の公表 

平成22年 7月16日（金） 入札説明書等に対する説明会及び現地見学会 

平成22年 7月20日（火）～ 7月21日（水） 質問の受付期間（第１回） 

平成22年 8月12日（木） 質問回答の公表（第１回） 

平成22年 8月20日（金） 参加表明書、資格審査申請書類受付 

平成22年 8月30日（月） 資格審査結果の通知 

平成22年 9月 1日（水）～ 9月 3日（金） 質問の受付期間（第２回） 

平成22年 9月17日（金） 質問回答の公表（第２回） 

平成22年10月29日（金） 提案書の受付 

平成22年12月 5日（日） 提案書に関する事業者ヒアリング 

平成22年12月14日（火） 落札者の決定及び公表 

平成23年 2月10日（木） 客観的な評価の公表 

 
５ 審査委員会の設置 

事業提案の審査は、透明性及び公平性を確保することを目的として設置した「リサイ

クルセンター整備運営ＰＦＩ事業審査委員会（以下「審査委員会」という。）」において行

う。なお、地方自治法施行令に規定される総合評価一般競争入札実施に際しての学識経験

者の意見聴取（落札者決定基準及び落札者の決定）についても当審査委員会で行った。 
審査委員会は、以下の６名で構成される。 

 
委 員 長  奥野 信宏  (中京大学総合政策学部教授) 
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委員長代理  藤澤 敏治  (名古屋大学大学院工学研究科教授) 

委   員  臼井 孝嘉  (公認会計士) 

委   員  髙木 道久  (弁護士) 

委   員  山口 善司  (一宮市副市長) 

委   員  濱地  仁  (一宮市建設部長) 

 
６ 審査委員会の開催経過 

本事業における審査委員会の開催経過は、次のとおりである。 
 

【審査委員会の開催及び審議・審査の経緯】 
日付 内   容 

平成22年 4月 5日（月） 
■第１回審査委員会 

事業概要報告、実施方針（案）、審査方法について 

平成22年 5月24日（月） 
■第２回審査委員会 

特定事業選定、審査の進め方について 

平成22年 6月26日（土） 
■第３回審査委員会 

入札図書、落札者決定基準、ヒアリングの進め方について 

平成22年11月27日（土） 
■第４回審査委員会 

提案内容に関する意見交換 

平成22年12月 5日（日） 
■第５回審査委員会 

事業者ヒアリング、意見交換 

平成22年12月11日（土） 
■第６回審査委員会 

最優秀提案の審議、最優秀提案の選定 

平成23年 1月27日（木） 
■第７回審査委員会 

審査講評について 

 
７ 審査の方法 

（１）参加資格審査 
市は、入札参加者から提出される参加表明書及び参加資格審査申請書類により、入札

説明書に示す入札参加資格要件をすべて満たしていることを確認する。参加資格要件を

満たしていない場合は失格とする。 
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（２）入札書類審査 
市は、入札書に記載された入札価格が、予定価格の範囲内であることを確認する。入

札価格が予定価格を超えている入札参加者は失格とし、提案書類審査の対象としない。 

 
（３）基礎審査の方法 

ア 審査方法 

市は、入札参加者から提出される提案書により、入札参加者が以下に示す基礎審

査項目を満たしていることを確認する。基礎審査項目について１項目でも満たさない

ことが確認された場合は失格とする。全ての基礎審査項目を満たしていることが確認

された場合、当該提案書について定量化審査を行う。 

 
【基礎審査の項目】 

審査対象 基礎審査項目 

共通事項 

・ 提案書全体について、同一事項に対する２通り以上の提案又は提

案事項間の齟齬、矛盾等がないこと。 
・ 提案書全体について、様式集に従った構成（項目の構成、枚数制

限等）となっていること。 

設計・建設工事

計画提案書 

・ 当該提案に関する各様式に示す項目に対する提案の内容が要求水

準書を満たしていること。 

運営・維持管理

計画提案書 

・ 当該提案に関する各様式に示す項目に対する提案の内容が要求水

準書を満たしていること。 

事業計画提案書 

・ リスク分担に関し、実施方針、入札説明書等で示したリスクの分

担方針との齟齬がないこと。 
・ 運営等業務委託料の事業期間を通じた合計金額（税込み額）が

2,617,524 千円以内であること。 
 
（４）定量化審査の方法 

ア 審査方法 

定量化審査においては、設計・建設工事、運営、事業計画及び入札価格の各審査

項目について提案内容を得点化し、得点の合計値を総合評価値とする。 

なお、定量化審査における各審査項目の配点及び評価の視点については、市が本

事業に期待する事項の必要性又は重要性を勘案して設定した。 
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【定量化審査の配点表（中項目別）】 

審査項目 配 点 

１．設計・建設工事に関する事項 １２点 

（１）安定・経済運転 ４点 
（２）災害対策 ４点 
（３）見学者対応 １点 

 

（４）環境対策 ３点 
２．運営・維持管理に関する事項 ８点 

（１）受入管理 ２点 
（２）運転管理 ２点 
（３）維持管理 ３点 

 

（４）情報・環境管理 １点 
３．事業計画に関する事項 １０点 

（１）長期収支計画の安定性 ２点 
（２）リスク管理方針 ２点 
（３）地域や社会への貢献 ３点 

 

（４）全体的な事業実施計画 ３点 
４．入札価格に関する事項 ７０点 

合  計 １００点 
 

イ 入札価格に関する事項以外の得点化方法 

審査委員会は、提案書に記載された内容について、入札説明書及び要求水準書に

示す要件を超える部分について、その中項目ごとに、以下に示す「入札価格以外の得

点化方法」に示す５段階評価により得点を付与する。 

 
評価 判断基準 得点化方法 

Ａ 当該評価項目において特に優れている 配点×1.00 
Ｂ ＡとＣの中間程度 配点×0.75 
Ｃ 当該評価項目において優れている 配点×0.50 
Ｄ ＣとＥの中間程度 配点×0.25 
Ｅ 当該評価項目において優れているとは認められない 配点×0.00 
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ウ 入札価格以外の審査項目、審査のポイント及び配点 
 

【定量化審査の配点表】 
審査項目（小項目別） 配点 

１ 設計・建設工事に関する事項 １２点
（１）安定・経済運転 

 ア 貯留、保管並びに機器の余裕について、優れた提案がなされているか。 

 イ 用役使用量及び排水の削減について、優れた提案がなされているか。 

 ウ その他安定・経済運転について、優れた提案がなされているか。 

４点

（２）災害対策 

 ア 火災・爆発対策について、優れた提案がなされているか。 

 イ 地震対策について、優れた提案がなされているか。 

 ウ 雨水対策について、優れた提案がなされているか。 

 エ その他災害対策について、優れた提案がなされているか。 

４点

（３）見学者対応 

 ア 情報展示スペースについて、優れた提案がなされているか。 

 イ その他見学者対応について、優れた提案がなされているか。 

１点

（４）環境対策 

 ア 施設機能としての環境基準について、優れた提案がなされているか。 

 イ 雨水対策としてのリサイクル資材の活用について、優れた提案がなされているか。 

 ウ 省エネルギー対策について、優れた提案がなされているか。 

 エ 工事期間中の周辺環境対策について、優れた提案がなされているか。 

 オ その他環境対策について、優れた提案がなされているか。 

３点

２ 運営・維持管理に関する事項 ８点
（１）受入管理 

 ア 危険物、処理困難物等の確認及び取扱等について、優れた提案がなされているか。 

 イ その他受入管理について、優れた提案がなされているか。 

２点

（２）運転管理 

 ア 環境センターとの連携について、優れた提案がなされているか。 

 イ 見学者対応に対し、優れた提案がなされているか。 

 ウ 資源物回収に対し、優れた提案がなされているか。 

 エ その他運転管理について、優れた提案がなされているか。 

２点

（３）維持管理 

 ア 点検補修計画について、優れた提案がなされているか。 

 イ 明渡し状態について、優れた提案がなされているか。 

 ウ その他維持管理について、優れた提案がなされているか。 

３点

（４）情報・環境管理 

 ア 市民への情報発信及び環境測定等について、優れた提案がなされているか。 

 イ その他情報・環境管理等について、優れた提案がなされているか。 

１点

３ 事業計画に関する事項 １０点
（１）長期収支計画の安定性 

 ア ＳＰＣの安定化方策として、優れた提案がなされているか。 

 イ 不測の事態への対応策として、優れた提案がなされているか。 

 ウ その他長期収支計画の安定性について、優れた提案がなされているか。 

２点

（２）リスク管理方針 

 ア リスク管理の基本的な考え方について、優れた提案がなされているか。 

 イ 本事業に伴うリスクを認識し、優れた提案がなされているか。 

 ウ その他リスク管理方針について、優れた提案がなされているか。 

２点

（３）地域や社会への貢献 

 
ア 地元企業（主たる営業所（本社）が市内である企業）の参加について、優れた提案

がなされているか。 

 
イ 地元住民（尾西清掃事業所の職員を含む）の雇用について、優れた提案がなされて

いるか。 

 ウ その他地域や社会への貢献について、優れた提案がなされているか。 

３点
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（４）全体的な事業実施計画 

 ア 市との各種協議の実施計画について、優れた提案がなされているか。 

 イ セルフモニタリングの実施計画について、優れた提案がなされているか。 

 ウ その他事業実施計画について、優れた提案がなされているか。 

３点

４ 入札価格に関する事項 
入札価格 ７０点

合    計 １００点

 
エ 入札価格に関する事項の得点化方法 

入札価格について、次の方法により評価し、得点を付与する。 

 

①入札参加者の中で、最低入札価格となった提案に対し、配点の満点である７０点

を付与する。 

②他の入札参加者の提案については、最低入札価格との比率により算出する。得点

は小数点第三位以下を四捨五入した値とする。 

 
   （算定式） 

 

 

 
 
 
８ 審査結果 

平成 22 年 7 月 9日に入札公告を行い、平成 22 年 8 月 20 日に参加表明書及び資格審査

申請書類を受け付けたところ、以下の２グループから入札参加の申請があった。参加資格

審査にて２グループとも入札参加資格を有することを確認し、平成 22 年 8 月 30 日に代表

企業に対し入札参加資格確認を書面にて通知した。 

 
【入札参加者一覧表】 

川崎重工業グループ 

代表企業 川崎重工業株式会社 

設計企業 川崎重工業株式会社 

建設企業（建屋担当） 川崎重工業株式会社 

建設企業（プラント担当） 川崎重工業株式会社 

運営企業 ＫＥＥ環境サービス株式会社 

日立造船グループ 

代表企業 日立造船株式会社中部支社 

設計企業 日立造船株式会社中部支社 

建設企業（建屋担当） 日立造船株式会社中部支社 

建設企業（プラント担当） 日立造船株式会社中部支社 

運営企業 日立造船株式会社中部支社 

 

最低入札価格 
入札価格 

入札価格得点＝           ×７０点 
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平成 22 年 10 月 29 日に２グループより提案書が提出された。市が基礎審査を行ったと

ころ、２グループともが基礎審査項目を満たしていることを確認し、審査委員会に報告し

た。 

平成 22 年 11 月 27 日、12 月 5 日及び 12 月 11 日に、審査委員会は当該２グループの提

案書について、落札者決定基準に基づき定量化審査を行った。各グループの定量化審査結

果を次のとおり示す。また、各グループの提案について審査委員会が評価した事項を別紙

１に示す。 
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【定量化審査結果一覧表】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

評価 得点 評価 得点

１．設計・建設工事に関する事項

（１）安定・経済運転 4 Ｂ 3.00 Ｂ 3.00

（２）災害対策 4 Ｂ 3.00 Ａ 4.00

（３）見学者対応 1 Ｂ 0.75 Ｂ 0.75

（４）環境対策 3 Ｂ 2.25 Ｃ 1.50

12 9.00 9.25

２．運営・維持管理に関する事項

（１）受入管理 2 Ｃ 1.00 Ｂ 1.50

（２）運転管理 2 Ｃ 1.00 Ｃ 1.00

（３）維持管理 3 Ｃ 1.50 Ｃ 1.50

（４）情報・環境管理 1 Ｃ 0.50 Ｃ 0.50

8 4.00 4.50

３．事業計画に関する事項

（１）長期収支計画の安定性 2 Ｃ 1.00 Ｃ 1.00

（２）リスク管理方針 2 Ｂ 1.50 Ｂ 1.50

（３）地域や社会への貢献 3 Ｂ 2.25 Ｃ 1.50

（４）全体的な事業実施計画 3 Ｂ 2.25 Ｃ 1.50

10 7.00 5.50

30 20.00 19.25

４．入札価格に関する事項

（１）入札価格 70 － 56.16 － 70.00

70 56.16 70.00

100 76.16 89.25得点合計（中計＋小計④）

小計①

小計④

小計③

中計（小計①～③）

小計②

川崎重工業
グループ

日立造船
グループ審査項目 配点



 12

９ 落札者の決定 

市は、審査委員会で選定した最優秀提案を踏まえ、平成22年12月14日に日立造船グル

ープを落札者として決定した。 

 
＜日立造船グループ＞ 

代表企業 日立造船株式会社中部支社 

設計企業 日立造船株式会社中部支社 

建設企業（建屋担当） 日立造船株式会社中部支社 

建設企業（プラント担当） 日立造船株式会社中部支社 

運営企業 日立造船株式会社中部支社 

 
なお、別紙２に審査委員会の審査講評を示す。 

 
１０ 落札者の事業計画に基づく財政支出の削減効果 

落札者の入札価格に基づき、本事業にＤＢＯ方式を導入して実施する場合の市の財政

支出と、市が直接事業を実施する場合の財政支出の比較を行った結果、現在価値換算で

４２．５％の削減が見込まれるとともに、落札者の優れた提案により、事業期間を通じ

て良質な公共サービスを提供することが期待できる。 
 

【財政支出の削減効果（現在価値換算値）】 

① 従来方式における一宮市財政支出 4,164 百万円 

② ＤＢＯ方式における一宮市財政支出 2,394 百万円 

ＤＢＯ方式の導入による財政支出の削減効果（①－②） 
1,771 百万円 

（42.5％） 

注）①については、平成22年6月9日付けで公表した特定事業の選定における前提条件（県補

助廃止の変更あり）から算出した。②は、事業者の落札金額に対し、市収支額（交付金

収入、起債金利、市税収、施工監理費等）を加減した上で現在価値換算した金額である。 
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 別紙 １  

審査委員会が評価した事項 
川崎重工業グループ 日立造船グループ 

１ 設計・建設工事に関する事項 

（１）安定・経済運転 
各ストックヤードの容量、不燃・粗大ごみ処理ラ

イン、空き缶・金属類処理ラインの能力について余
裕ある提案があった。 
また、プラント用上水、電気、排水を削減する具

体的な提案があった。 
さらに、適切な動線計画及び近隣施設と導入機器

の部品を共有する等の優れた提案があり、高く評価
した。 

各ストックヤードの容量、不燃・粗大ごみ処理ラ
イン、空き缶・金属類処理ラインの能力について余
裕ある提案があった。 

また、プラント用上水、電気、排水を削減する具
体的な提案があった。 

さらに、車両往来の削減が図れ、安全且つ安定的
な運搬の優れた提案があり、高く評価した。 

（２）災害対策 
火災・爆発の監視体制とともに耐震の考え方につ

いての優れた提案があった。 
また、雨水対策として、機器の水没対策とともに

雨水貯留施設における対策量など具体的な数値の提
案があった。 

さらに、自営消防隊の組織、食料等の備蓄の提案
があり、高く評価した。 

火災・爆発の監視体制、延焼防止対策とともに耐
震の考え方についての優れた提案があった。 

また、雨水対策として、雨水貯留施設における対
策量など具体的な数値の提案があった。 

さらに、電気室の浸水対策、ネットフェンスの設
置による台風時のごみ飛散防止の提案があり、特に
高く評価した。 

（３）見学者対応 
情報展示スペースとして、エントランス、見学ル

ート、インテリアについて優れた提案があった。 
また、周辺環境との調和、市の木・花の植樹、定

期研修、外国人や障害者への対応について提案があ
り、高く評価した。 

情報展示スペースとして、エントランス、情報展
示スペース、再生展示スペース、処理の解説スペー
スについての優れた提案があった。 

また、建物のデザインや色彩、植栽についての提
案があり、高く評価した。 

（４）環境対策 
悪臭対策、粉じん対策について優れた提案があっ

た。 
また、雨水対策としてリサイクルプラスチック材

を使用する提案とともに多くの省エネ対策の提案が
あった。 

さらに、土砂等汚濁水が直接公共雨水排水溝へ流
入しないことへの配慮、植栽への優れた提案等があ
り、高く評価した。 

粉じん対策について優れた提案があった。 
また、雨水対策として、再生砕石使用アスファル

ト舗装、下水汚泥焼却灰混入インターロッキングブ
ロックの活用や、廃プラスチックによる再資源化さ
れた貯留槽の採用等の提案とともに多くの省エネ対
策の提案があった。 
さらに、環境負荷軽減方法に対する基準の設定、

自主検査・社内検査に対する提案があり、評価した。

２ 運営・維持管理に関する事項 

（１）受入管理 

搬入ごみの展開検査について優れた提案があり、
評価した。 

搬入ごみの展開検査について優れた提案があっ
た。 
また、処理不適物の見落とし防止対策、搬入者へ

の処理不適物による影響の周知対策等について提案
があった。 
さらに、隣接地元企業の敷地で緊急時のごみ受入

についての提案があり、高く評価した。 
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川崎重工業グループ 日立造船グループ 

（２）運転管理 
見学者の特性に応じた説明方法、全職員による見

学者対応、見学者の移動時の交通安全確保等の提案
があった。 

また、作業員の多能工化の提案があり、評価した。

環境センターとの連携として、廃棄物処理施設事
故対応マニュアル作成指針に基づく緊急時対応マニ
ュアルの整備の提案があった。 
また、機器トラブルや年末年始・年度末の人材及

び人員の応援体制の提案があり、評価した。 

（３）維持管理 
第三者機関による事業終了時の機能検査、明け渡

し後の事業支援に関する優れた提案があった。 
また、整備・補修等に関する履歴管理方法の提案

があり、評価した。 

第三者機関による事業終了時の機能検査、円滑な
事業引継の確保策に関する優れた提案があった。 
また、他施設のトラブル情報の反映方法の提案が

あり、評価した。 

（４）情報・環境管理 

市民への情報発信として、ホームページの開設と
ともに、ステークホルダーとの座談会開催の提案が
あった。 

また、環境報告書の作成等について優れた提案が
あり、評価した。 

市民への情報発信として、ホームページを開設す
る提案があった。 
また、騒音、振動、悪臭の測定頻度について、優

れた提案があり、評価した。 

３ 事業計画に関する事項 

（１）長期収支計画の安定性 
出資者、出資者別出資額とともに適正な出資計画

が明示されていた。 
また、ＳＰＣの資金内部留保及び代表企業への支

払い留保についての提案とともにグループ各社のバ
ックアップ体制についての提案があった。 

さらに、高精度な機器寿命予測及び調達計画に基
づくとの提案があり、評価した。 

出資者、出資者別出資額とともに適正な出資計画
が明示されていた。 
ＳＰＣの内部留保及び代表企業への支払い留保に

ついての提案があり、評価した。 

（２）リスク管理方針 

リスク負担者の管理方策とともに、リスク管理に
関する会議を定期的に開催する提案、マニュアルや
点検リスト等を整備した管理体系の構築についての
提案があった。 
また、事業者負担のリスクへの対応策を明示した

提案とともに、代表企業保険専門部門と共同でリス
ク分析を実施し最適な保険を付保する提案があっ
た。 

さらに、ヒューマンエラー防止策についての優れ
た提案があり、高く評価した。 

リスク負担者の管理方策についての優れた提案が
あった。 
また、事業者負担のリスクへの発生抑制策と負担

方法を明示した提案とともに、損害保険会社による
検討と代表企業の実績に基づく判断による保険付保
の検討についての提案があり、高く評価した。 

（３）地域や社会への貢献 

地元企業への具体的な発注計画とともに、地元企
業との協議状況が示され、発注業種と予想発注金額
の明示、発注予定の地元企業を明示する提案があっ
た。 

また、尾西清掃事業所職員を優先する新規雇用策
についての提案とともに、現粗大ごみ処理施設の職
員が引き続き本施設の運転管理業務に従事する提
案、一宮シルバー人材センターの積極的活用につい
ての提案があった。 

さらに、積極的な地域貢献活動への取り組みに関
する提案があり、高く評価した。 

地元企業との協議状況が示されているとともに、
発注業種及び発注予定の地元企業を明示する提案が
あった。 
また、地元在住者の優先採用、尾西清掃事業所職

員の最優先雇用についての提案とともに、再雇用制
度による地元雇用の維持、障害者雇用についての提
案があった。 
さらに、地域交流イベントの開催と参加する提案

があり、評価した。 



別紙 1- 3

川崎重工業グループ 日立造船グループ 

（４）全体的な事業実施計画 
市との各種協議にあたり、具体的な会議体、協議

内容に関する提案とともに、各稼働日における合同
朝礼についての提案があった。 
また、第三者機関による監視を含むモニタリング

に関する独自の提案があった。 
さらに、体系的な教育訓練プログラムの導入につ

いての提案があり、高く評価した。 

市との各種協議にあたり、具体的な会議体、協議
内容に関する提案があった。 
また、セルフモニタリングに関する独自の提案が

あり、評価した。 

４ 入札価格に関する事項 

（１）入札価格 

4,502,400,000 円 3,612,000,000 円
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 別紙 ２  

リサイクルセンター整備運営事業 

リサイクルセンター整備運営ＰＦＩ事業審査委員会 審査講評 

 
本事業は、市内で発生する廃棄物の適正な処理を行うため、循環型社会に対応したリサ

イクルセンターを整備、運営・維持管理することを目的とし、あわせて既存粗大ごみ処理

施設の解体・撤去を行います。 

一宮市において、ＰＦＩ法の手続きに則して実施した案件としては、斎場整備運営事業

に続く２例目であり、一般廃棄物処理施設としては初めての案件でした。 

当初から多くの企業から関心が寄せられ、最終的に２グループより応募がありました。

２グループの提案はどちらも、本事業の目的及び内容を深く理解したうえで、市が要求す

る水準を上回る優れた提案内容でした。両グループにおかれましては、提案書を作成する

にあたり、多大な労力を費やされたものと推察でき感謝の念にたえません。 
リサイクルセンター整備運営ＰＦＩ事業審査委員会では、あらかじめ公表された落札者

決定基準書に則し、「設計・建設工事に関する事項」、「運営・維持管理に関する事項」、「事

業計画に関する事項」、「入札価格に関する事項」について厳正かつ公正に審査を行いまし

た。 

その結果、リサイクルセンター整備運営ＰＦＩ事業審査委員会では、日立造船グループ

の提案を最優秀提案として選定しました。 

今後、市と事業契約を締結し、事業を実施していくこととなりますが、その際には、公

共サービスのさらなる向上のため、日立造船グループに対しては、以下の事項に留意して

事業を実施されることを望みます。 

 

・建設期間中、運営期間中を通じた環境センター内の車両動線に関する安全性の向上 

・騒音、振動、悪臭、粉じん等に関する一層の配慮 

・地元企業の活用等による地域社会への貢献 

 

平成２３年２月 
リサイクルセンター整備運営ＰＦＩ事業審査委員会 

委員長  奥野 信宏 


